
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
に
関
す
る
規
則 

（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
二
号
） 

改
正 

平
成
二
十
九
年
一
月 

十
九
日
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
一
号 

令
和 

 

二
年
三
月
二
十
五
日
同 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
号 

同 
 

 

四
年
三
月
二
十
九
日
同 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
号  

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
館
」
と
い
う
。
）
が
収

集
し
た
資
料
（
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
規
則
（
令
和
四
年
国
立
国
会
図

書
館
規
則
第
一
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
資
料
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
資
料
の
内
容
を
理
由
と
し
て
行
う
一
般
公
衆
並
び

に
図
書
館
及
び
調
査
研
究
機
関
等
に
よ
る
利
用
（
同
規
則
第
三
条
に
規
定
す

る
利
用
を
い
う
。
次
条
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
の
制

限
（
利
用
の
一
部
若
し
く
は
全
部
を
禁
止
し
、
又
は
利
用
に
つ
い
て
一
定
の

条
件
を
付
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
し
、
基
本
方
針
、
手
続

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
等
） 

第
二
条 

館
長
は
、
館
が
収
集
し
た
資
料
（
館
が
収
集
し
た
資
料
を
複
製
し
た

電
子
情
報
（
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
規
則
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る

電
子
情
報
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
が
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
資
料
に

つ
い
て
利
用
の
制
限
を
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

内
容
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
若
し
く
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
の

名
誉
、
私
生
活
の
平
穏
そ
の
他
の
人
格
的
利
益
で
館
長
が
定
め
る
も
の

（
以
下
「
個
人
等
の
人
格
的
利
益
」
と
い
う
。
）
を
侵
害
す
る
こ
と
が
確

定
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
資
料
そ
の
他
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
個
人
等
の
人
格
的
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
資
料
又
は

内
容
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
等
の
人
格
的
利
益
を
侵
害
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
資
料 

 

二 

著
作
権
等
（
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
定
め

る
権
利
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
侵
害
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
定

判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
資
料
そ
の
他
著
作
権
等
を
侵
害
し
て
発
行
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
資
料
又
は
著
作
権
等
を
侵
害
し
て
発
行
さ
れ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
資
料 

 

三 

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
七
十
五
条
第
一
項
前
段

に
規
定
す
る
わ
い
せ
つ
な
文
書
、
図
画
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体

そ
の
他
の
物
若
し
く
は
同
項
後
段
に
規
定
す
る
わ
い
せ
つ
な
電
磁
的
記
録

そ
の
他
の
記
録
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
わ
い
せ
つ
物
等
」
と
い
う
。
）

に
該
当
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
裁
判
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
資
料
又
は
わ

い
せ
つ
物
等
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属

し
て
い
る
資
料 

 

四 

児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児

童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条

第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
ポ
ル
ノ
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
児
童



ポ
ル
ノ
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
裁
判
に
お
い
て
認

定
さ
れ
た
資
料
そ
の
他
児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

資
料
又
は
児
童
ポ
ル
ノ
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判

所
に
係
属
し
て
い
る
資
料 

 

五 

次
に
掲
げ
る
機
関
若
し
く
は
法
人
（
以
下
「
国
の
諸
機
関
等
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
資
料
又
は
国
の
諸
機
関
等
の
た
め
に
発
行
さ

れ
た
資
料
の
う
ち
、
当
該
国
の
諸
機
関
等
の
内
部
に
お
い
て
の
み
利
用
さ

れ
る
資
料
そ
の
他
当
該
国
の
諸
機
関
等
が
利
用
を
認
め
た
場
合
を
除
い
て

利
用
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
っ
て
、
行
政
機

関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十

二
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
情
報
と

し
て
国
の
諸
機
関
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
、

条
例
等
に
規
定
さ
れ
た
情
報
を
含
む
も
の
（
第
一
号
に
掲
げ
る
資
料
を
除

く
。
） 

 
 

イ 

国
の
諸
機
関 

 
 

ロ 

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法

人
等 

 
 

ハ 

そ
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
手
続
が
条
例
等
で
定
め
ら
れ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
諸
機
関
又
は
国
立
国
会
図
書
館
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
法
人

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
法
人 

 

六 

国
の
諸
機
関
等
以
外
の
者
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
資
料
（
国
の
諸
機
関
等

の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
資
料
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
当
該
国
の
諸
機
関
等

以
外
の
者
の
内
部
に
お
い
て
の
み
利
用
さ
れ
る
資
料
そ
の
他
当
該
国
の
諸

機
関
等
以
外
の
者
が
利
用
を
認
め
た
場
合
を
除
い
て
利
用
が
で
き
な
い
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
個
人
又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他

の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
こ
と
が
裁
判
に
よ
り
確
定
し
た
資
料
そ
の
他
そ

の
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
又
は
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
権
利
、

競
争
上
の
地
位
そ
の
他
の
正
当
な
利
益
を
害
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

も
の
（
第
一
号
に
掲
げ
る
資
料
を
除
く
。
） 

第
二
条
の
二 

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
館
長
は
、
同
条
に
規
定
す
る
措

置
（
以
下
「
資
料
利
用
制
限
措
置
」
と
い
う
。
）
が
と
ら
れ
て
い
る
資
料
に

つ
い
て
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
資
料
を
複
製
し
た
電
子
情
報

の
利
用
の
制
限
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
条 

資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
に
当
た
っ
て
は
、
館
が
収
集
し
た
資
料

が
、
国
民
の
文
化
財
と
し
て
蓄
積
し
、
そ
の
現
状
を
保
存
し
て
将
来
に
わ

た
っ
て
広
く
国
民
に
公
開
し
、
そ
の
利
用
に
供
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置

に
係
る
資
料
に
つ
い
て
、
廃
棄
、
発
行
者
等
へ
の
返
還
、
一
部
の
削
除
、
修

正
そ
の
他
現
状
に
変
更
を
加
え
る
措
置
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 



 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
申
出
） 

第
四
条 

資
料
の
著
作
者
若
し
く
は
発
行
者
又
は
当
該
資
料
の
内
容
に
直
接
の

利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
当
該
資
料
が
第
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
五

号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
館
長
に
対
し
、
資
料
利

用
制
限
措
置
を
と
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
館
長
に
対
し
、
資
料
利
用
制
限
措

置
申
出
書
（
当
該
申
出
に
係
る
資
料
を
特
定
す
る
情
報
、
第
二
条
第
一
号
、

第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
の
う
ち
当
該
資
料
が
該
当
す
る
と
思
料
す
る

規
定
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
求
め
る
資
料
利
用
制
限
措
置
の
内
容
、
当
該
資

料
利
用
制
限
措
置
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
理
由
そ
の
他
館
長

が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子

的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

資
料
利
用
制
限
措
置
申
出
書
に
は
、
必
要
と
認
め
る
文
書
図
画
等
を
添
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
決
定
等
） 

第
五
条 

館
長
は
、
前
条
第
一
項
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
出
に
係

る
資
料
に
つ
い
て
審
査
の
上
、
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
か
ど
う
か
及
び

こ
れ
を
と
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
そ
の
内
容
を
決
定
す
る
。 

２ 

前
項
の
審
査
は
、
原
則
と
し
て
、
資
料
利
用
制
限
措
置
申
出
書
（
前
条
第

三
項
の
文
書
図
画
等
が
添
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
資
料
利
用
制
限
措
置
申

出
書
及
び
当
該
文
書
図
画
等
）
に
基
づ
い
て
行
う
。 

３ 

館
長
は
、
第
一
項
の
審
査
を
行
う
た
め
に
必
要
と
認
め
る
と
き
又
は
当
該

審
査
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
関
係
者
の
権
利

利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
審
査
に
係
る
決

定
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
、
臨
時
に
利
用
の
制

限
を
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

資
料
利
用
制
限
措
置
の
う
ち
資
料
の
利
用
の
全
部
を
禁
止
す
る
措
置
は
、

い
か
な
る
条
件
を
付
し
て
も
当
該
資
料
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
不
適
当
な

場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

資
料
利
用
制
限
措
置
の
う
ち
資
料
の
利
用
の
一
部
を
禁
止
し
、
又
は
利
用

に
つ
い
て
一
定
の
条
件
を
付
す
る
措
置
を
と
る
場
合
に
お
け
る
当
該
資
料
の

利
用
を
禁
止
す
る
部
分
又
は
利
用
の
条
件
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る

だ
け
当
該
資
料
の
利
用
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

館
長
は
、
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
に
期
限
を
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

７ 
館
長
は
、
第
一
項
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
決
定
に
係
る
資
料
に
つ

い
て
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
決
定
の
内
容
を
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。 

８ 

館
長
は
、
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
に
お

い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
決
定
に
係
る
資
料
に
つ
い
て



前
条
第
一
項
の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
示
す
る
措
置
そ
の
他
の
利
用
者
の

注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
館
長
は
、
そ
の
旨
を
、
前
項
の
通
知
に
併
せ
て
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。 

第
六
条 

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
館
長
は
、
通
報
そ
の
他
の
方
法
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
報
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
当
該
通
報
等
に
係

る
資
料
に
つ
い
て
審
査
の
上
、
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
か
ど
う
か
及
び

こ
れ
を
と
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
そ
の
内
容
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
八
項
前
段
の
規
定
を
準

用
す
る
。 

 

一 

資
料
の
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
等
の
人
格
的
利
益
を
侵
害

す
る
こ
と
が
確
定
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
又
は
資
料
の
内
容
を

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
等
の
人
格
的
利
益
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
こ
と
。 

 

二 

資
料
に
つ
い
て
著
作
権
等
を
侵
害
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
定
判
決

に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
又
は
著
作
権
等
を
侵
害
し
て
発
行
さ
れ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

資
料
が
第
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
の
終
了
） 

第
七
条 

館
長
は
、
第
五
条
第
一
項
、
前
条
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
資
料
の
う
ち
裁
判
所
に
訴

訟
が
係
属
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
を
決

定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
料
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
確
定
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
又
は
当
該
訴
訟
に

つ
い
て
判
決
が
確
定
せ
ず
に
終
了
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
当
該
資
料

利
用
制
限
措
置
を
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
再
審
査
の
申
出
） 

第
八
条 

資
料
利
用
制
限
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
資
料
（
第
二
条
第
三
号
又
は

第
四
号
に
該
当
す
る
資
料
を
除
く
。
）
の
著
作
者
若
し
く
は
発
行
者
又
は
当

該
資
料
の
内
容
に
直
接
の
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
館
長
に
対
し
、
当
該

資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
変
更
（
自
ら
が
第
四
条
第
一
項
又
は
こ
の

項
の
申
出
を
し
た
資
料
に
係
る
当
該
申
出
に
お
い
て
求
め
た
内
容
の
資
料
利

用
制
限
措
置
へ
の
変
更
を
除
く
。
）
を
す
る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
館
長
に
対
し
、
再
審
査
申
出
書

（
当
該
申
出
に
係
る
資
料
を
特
定
す
る
情
報
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
求
め
る

資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
変
更
の
内
容
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置

の
解
除
又
は
変
更
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
理
由
そ
の
他
館
長
が

定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
）

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
三
項

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
再
審
査
に
お
け
る
決
定
等
） 

第
九
条 

館
長
は
、
前
条
第
一
項
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
再
審
査
の
上
、

当
該
申
出
に
係
る
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
、
変
更
又
は
継
続
の
決
定
を



す
る
。 

２ 
第
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
再
審
査
に
つ
い
て
、

同
条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
又

は
継
続
の
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
の
規
定
は
前
項
の
規

定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
の
決
定
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

３ 

館
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
変
更

の
決
定
を
し
た
と
き
は
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
及
び
当
該
資
料
利
用

制
限
措
置
に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
（
当
該
資
料
利
用
制
限

措
置
が
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
経
た
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
及
び
当
該
資
料
利
用
制
限
措

置
に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
並
び
に
当
該
決
定
に
係
る
前
条

第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
（
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
）
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
料

利
用
制
限
措
置
の
継
続
の
決
定
を
し
た
と
き
は
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た

者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
決
定
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
条 

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
館
長
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
の
決
定
（
前
条
第
一
項
、

こ
の
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る

こ
と
、
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
継
続
の
決

定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
決
定
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら

十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
館
長
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
当
該
資
料
利
用

制
限
措
置
に
関
し
、
再
審
査
の
上
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
、
変

更
又
は
継
続
の
決
定
を
す
る
。
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
の
決

定
の
理
由
と
な
っ
た
事
情
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

２ 

第
五
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
再
審
査
に
つ
い
て
、

同
条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
又

は
継
続
の
決
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
の
規
定
は
前
項
の
規

定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
の
決
定
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

３ 

館
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
変
更

の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
第
四
条
第
一
項

の
申
出
を
し
た
者
（
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
が
前
条
第
一
項
又
は
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
資
料
利

用
制
限
措
置
に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
及
び
当
該
決
定
に
係

る
第
八
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た

者
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
）
に
対
し
、
そ
の
決
定
の
内
容

を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
利
用
者
に
対
す
る
説
明
書
の
交
付
） 

第
十
一
条 

館
長
は
、
資
料
利
用
制
限
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
資
料
の
利
用
の
制
限
を
さ
れ
た
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該

資
料
利
用
制
限
措
置
に
関
す
る
説
明
書
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
求
め
が
、
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
、
そ
の
者
が
当
該
資
料
の
利
用
の
制
限
を
さ
れ
た
日
の
翌
日
か



ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

 

（
苦
情
の
申
出
に
係
る
手
続
等
） 

第
十
二
条 
次
に
掲
げ
る
者
は
、
館
長
に
対
し
、
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る

こ
と
、
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
を
求

め
る
旨
の
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
当
該
通
知
を
受
け
た
者
が
求
め

た
内
容
の
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
の
通
知
を

除
く
。
）
を
受
け
た
者 

 

二 

第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
当
該
通
知
を
受
け
た
者
が
求
め

た
内
容
の
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
変
更
の
決
定
を
し
た
場
合
の

通
知
を
除
く
。
）
を
受
け
た
者 

 

三 

第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者 

 

四 

前
条
の
説
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者 

２ 

前
項
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
館
長
に
対
し
、
苦
情
申
出
書
（
当

該
申
出
に
係
る
通
知
又
は
説
明
書
を
特
定
す
る
情
報
、
苦
情
の
趣
旨
及
び
理

由
そ
の
他
館
長
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁

的
記
録
を
い
う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
四
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

３ 

館
長
は
、
第
一
項
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
資
料
利
用
制
限
審
査
会
に

諮
問
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
申
出
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の

に
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
当
該
申
出
に
係
る
通
知
が
あ
っ
た

日
又
は
説
明
書
の
交
付
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し

た
日
以
後
に
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

前
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
と
き
は
、
館
長
は
、
第
一
項
の
申
出
に
応
じ

な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
館
長
は
、
当
該
申
出
を
し
た
者

に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
資
料
利
用
制
限
審
査
会
） 

第
十
三
条 

前
条
第
三
項
の
諮
問
に
応
じ
苦
情
の
申
出
に
つ
い
て
調
査
審
議
す

る
た
め
、
館
に
、
資
料
利
用
制
限
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）

を
置
く
。 

２ 

審
査
会
は
、
委
員
三
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

３ 

委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
館
長
が
委
嘱
す
る
。 

４ 

委
員
の
委
嘱
期
間
は
、
二
年
と
し
、
再
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
委
嘱
期
間
は
、
前
委
員
の
委
嘱
期
間
の
残
存
期
間

と
す
る
。 

５ 

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

６ 

審
査
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。 

７ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。 

８ 
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員
が
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

９ 

審
査
会
の
行
う
調
査
審
議
の
手
続
は
、
公
開
し
な
い
。 

 
 
 

審
査
会
の
庶
務
は
、
収
集
書
誌
部
収
集
・
書
誌
調
整
課
に
お
い
て
処
理
す

る
。 
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（
審
査
会
に
よ
る
協
力
等
の
要
求
） 

第
十
四
条 

審
査
会
は
、
調
査
審
議
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

館
長
に
対
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

審
査
会
は
、
調
査
審
議
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
調

査
審
議
に
係
る
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た

者
（
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
が
第
九
条
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
決
定
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係

る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
又
は
当
該
決
定
に
係
る
第
八
条
第
一
項

の
申
出
を
し
た
者
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
（
同
項
第

四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
）
に
対
し
、
文
書
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）

に
よ
る
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
苦
情
の
申
出
へ
の
対
応
） 

第
十
五
条 

館
長
は
、
第
十
二
条
第
三
項
の
諮
問
に
対
す
る
審
査
会
の
答
申
が

あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
尊
重
し
、
同
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
資
料
に
つ

い
て
審
査
の
上
、
資
料
利
用
制
限
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
い
資
料
に
あ
っ
て

は
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
か
ど
う
か
及
び
こ
れ
を
と
る
こ
と
と
し
た
場

合
に
は
そ
の
内
容
を
決
定
し
、
資
料
利
用
制
限
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
資
料

に
あ
っ
て
は
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
、
変
更
又
は
継
続
の
決
定
を

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
前
項
の
審
査
に
つ
い
て
、
同

条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
、

資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
継
続
の
決
定
を
す

る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
八
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用

制
限
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
の
決
定
を
し

た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

３ 

館
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
、
資

料
利
用
制
限
措
置
の
解
除
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更
の
決
定
を
し
た

と
き
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
及
び
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置

に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
（
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
が
第

九
条
第
一
項
又
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
経
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
及
び
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
に
係
る

第
四
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
並
び
に
当
該
決
定
に
係
る
第
八
条
第
一
項

の
申
出
を
し
た
者
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
（
同
項
第
四
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
）
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
資
料
利
用
制

限
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
又
は
資
料
利
用
制
限
措
置
の
継
続
の
決
定
を
し
た

と
き
は
第
十
二
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
決
定

の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
細
則
） 

第
十
六
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
実
施
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 
附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
あ
っ
た
資
料
利
用
制
限
措
置
の
申
出
で
あ
っ
て
館

長
の
決
定
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
第
四
条
第
一
項
の
申
出
と
み
な
し
て
、



こ
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

３ 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
と
ら
れ
て
い
る
資
料
利
用
制
限
措
置
は
、
こ

の
規
則
の
施
行
の
日
に
第
五
条
第
一
項
の
決
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、

こ
の
規
則
（
同
条
第
八
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
の
最
初
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
前
段

中
「
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
館
長
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六
条

の
規
定
に
よ
る
資
料
利
用
制
限
措
置
を
と
る
こ
と
の
決
定
（
前
条
第
一
項
、

こ
の
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
利
用
制
限
措
置
の
変
更

又
は
継
続
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
変
更
又
は
継
続
の
決
定
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
五
年
ご
と
に
、
当
該
資
料
利
用
制
限
措
置
」

と
あ
る
の
は
、
「
館
長
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、

附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
に
第
五
条
第
一
項
の
決

定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
資
料
利
用
制
限
措
置
」
と
す
る
。 

４ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過

措
置
は
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則
（
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
一
号
）
抄 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

３ 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置

に
関
す
る
規
則
第
十
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ

れ
る
同
規
則
第
五
条
第
八
項
、
第
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
十
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
又
は
同
規
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
書
の
交
付

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
知
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
苦
情
の
申
出
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
通
知
等
に
係
る
苦
情
の
申
出
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 
 

 
 

 

（
施
行
日
＝
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日
） 

 
 

 

附 

則
（
令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
一
号
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
に
関

す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
三
項
、
第
十

条
第
三
項
及
び
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後

に
館
長
が
し
た
改
正
後
の
規
則
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十

五
条
第
一
項
の
決
定
に
係
る
通
知
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

附 

則
（
令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
四
号
） 

 

こ
の
規
則
中
第
一
条
及
び
第
二
条
（
国
立
国
会
図
書
館
視
覚
障
害
者
等
用
資

料
送
信
及
び
貸
出
規
則
第
四
条
及
び
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定

に
限
る
。
）
の
規
定
は
令
和
四
年
五
月
十
九
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
同
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  


